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秋季全国火災予防運動期間中の活動

　平成31年の輝かしい新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　まず、東日本大震災により、犠牲となられた多くの方々、そしてご家族の皆様方に対し、心より哀悼

の誠を捧げますとともに、福島第一原発事故により今なお全国各地で避難生活を余儀なくされている、

双葉郡住民の皆様に対して心よりお見舞いを申し上げます。双葉消防本部は震災直後からこれまでの7

年10ヶ月にわたり、「ふるさと双葉を全力で守り抜く」という、固い決意と使命感を抱き、双葉郡住

民の皆様に寄り添った、消防サービスを提供することを心がけて参りましたが、顧みますと、過酷な環

境の中、今日まで業務を継続することができましたのも、多くの皆様の力強いご支援と暖かい励ましを

戴いたお陰であり、これまで双葉消防を支えて戴いた総ての皆様に、改めて感謝を申し上げる次第で

す。とりわけ、応急仮設住宅等の巡回訪問や、双葉郡に戻られた高齢者の皆様方のお宅を訪問させて戴

いた際には、その度に皆様の心の暖かさに接し、逆に消防職員が元気や勇気を戴いておりますこと、重

ねて御礼を申し上げます。こうした活動は、今年もまた継続して参りたいと考えております。訪問の際

には、どうぞよろしくお願い致します。さて、昨年は全国各地で台風や大地震などにより大きな被害が

発生した年でありました。幸いにして、当双葉地方におきましては、大きな災害は発生しませんでした

が、依然として交通事故や火災の発生危険度が高まってきております。特に森林火災などでは、大規模

化することが危惧されております。こうしたことを踏まえ、双葉消防本部では、消防体制及び救急体制

の更なる充実強化を図るために、昨年、浪江消防署、富岡消防署、そして葛尾出張所の庁舎を整備致し

まして、それぞれの新庁舎において消防業務をスタート致しました。このことにより、住民の皆様が安

心して生活できる環境や、帰還しやすい環境創造に貢献して参りたいと考えております。

　双葉消防では、今年もまた心新たに、全員一丸となって双葉郡内の安全確保に、

全力を傾注するとともに、避難をされている方々にも配慮を忘れず、目に見える

消防施策を展開して参りたいと思いますので、ご理解を賜りますようお願い致し

ます。本年が皆様にとって、愁いなき希望の年となりますようご祈念申し上げま

して、新年のご挨拶と致します。
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緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練を実施

～ 新年のご挨拶～

「応急仮設住宅防火訪問」

浪江町・双葉町・大熊町・富岡町・楢葉町の各消防団等に協力して頂き、応急仮設住宅訪問を実施。

「幼年消防クラブ防火パレード」

楢葉町・広野町・川内村にて防火パレードの開催。



　

平成30年度全国統一防火標語　『忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認』

　去る、平成30年11月17日（土）・18日（日）の両日、
いわき市をメイン会場として平成30年度緊急消防援助隊北
海道東北ブロック合同訓練が行われました。
　本訓練は、福島県沖を震源とするM9.0の地震が発生し、
いわき市及び双葉郡楢葉町に甚大な被害が発生したとの想
定で消防部隊232隊・関係機関35機関、合計1422名が参
加し訓練が行われました。
　双葉消防本部では本部運営訓練・楢葉町前原地区では座
屈建物救助救出訓練が行われました。本訓練は、緊急消防
援助隊の技術及び連携活動能力の向上並びに関係機関との
連携活動を行うことで、実践的で効率的な訓練が実現さ
れ、有事における即応体制及び大規模災害時の受援体制の
確認をしました。

多数傷病者対応訓練を実施

連絡先

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練を実施

双葉消防本部 ０２４０－２５－８５２３

川内出張所 ０２４０－３８－２１１９

富岡消防署 ０２４０－２２－２１１９
楢葉分署 ０２４０－２５－２１１９

消防指令センター ０２４０－２５－８５６１

葛尾出張所 ０２４０－２９－２１１９
浪江消防署 ０２４０－３４－４１１１

平成30年10月26日（金）富岡町スポーツセ

ンター敷地内、並びに4月に開院した“ふたば医

療センター附属病院”において、平成30年度多

数傷病者対応訓練を実施しました。

本訓練は、帰還困難区域における多数傷病者

事故発生時の対応能力向上と連携強化を目的に

実施するもので、双葉消防本部16隊80名、県内

11消防本部52名、総務省及び各関係機関など

34機関、総勢223名が参加し訓練が行われまし

た。

訓練想定として「帰還困難区域内の高速道路

上で乗用車と大型バスの追突事故が発生、けが

人が多数いる模様。」との内容で行いました。

今回は、ふたば医療センター附属病院が災害

基幹病院となり、関係機関と連携し、傷病者の

収容及び医療用多目的ヘリを活用した新たな搬

送方法を取り入れ、訓練参加者全員が真剣に臨

みました。今回の訓練で得た経験や知識・技術

を、今後の災害に活かし、職員一丸となって対

応して参ります。

緊急援助隊における本部・現場指揮本部

座屈した瓦礫からの車両救助


